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三 重 県 議 会 議 員 の 政 治 倫 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

三 重 県 議 会 議 員 の 政 治 倫 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条 例 第 八 十 四 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 目 的 ）  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 議 会 政 治 の 根 幹 を な す

政 治 倫 理 確 立 の た め 、 議 員 の 責 務 、 政 治 倫

理 規 準 等 を 定 め る こ と に よ り 、 議 会 の 秩 序

及 び 名 誉 を 守 り 、 県 民 の 厳 粛 な 信 託 に こ た

え 、 も っ て 清 潔 で 民 主 的 な 県 政 の 発 展 に 寄

与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 責 務 ）  

第 二 条  （ 略 ）  

２  議 員 は 、 高 い 倫 理 的 義 務 が 課 せ ら れ て い

る こ と を 自 覚 す る と と も に 、 そ の 言 動 が 県

民 及 び 県 政 に 与 え る 影 響 に 鑑 み 、 自 ら を 厳

し く 律 す る と と も に 、 県 民 の 代 表 と し て 良

心 及 び 責 任 感 を 持 っ て 、 議 員 の 品 位 を 保 持

し 、 識 見 を 養 う よ う 努 め な け れ ば な ら な

い 。  

３  （ 略 ）  

（ 政 治 倫 理 規 準 ）  

第 三 条  議 員 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年

法 律 第 六 十 七 号 ） 、 公 職 選 挙 法 （ 昭 和 二 十  

（ 目 的 ）  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 議 会 政 治 の 根 幹 を な す

政 治 倫 理 確 立 の た め 、 議 員 の 責 務 と 政 治 倫

理 規 準 を 定 め る と と も に 、 議 会 の 秩 序 と 名

誉 を 守 り 、 県 民 の 厳 粛 な 信 託 に こ た え 、 も

っ て 清 潔 で 民 主 的 な 県 政 の 発 展 に 寄 与 す

る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 責 務 ）  

第 二 条  （ 略 ）  

２  議 員 は 、 高 い 倫 理 的 義 務 が 課 せ ら れ て い

る こ と を 自 覚 し て 、 自 ら の 行 動 を 厳 し く 律

す る と と も に 、 県 民 の 代 表 と し て 良 心 と 責

任 感 を 持 っ て 、 議 員 の 品 位 を 保 持 し 、 識 見

を 養 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 

 

３  （ 略 ）  

（ 政 治 倫 理 規 準 ）  

第 三 条  議 員 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年

法 律 第 六 十 七 号 ） 、 公 職 選 挙 法 （ 昭 和 二 十  

五 年 法 律 第 百 号 ） 、 政 治 資 金 規 正 法 （ 昭 和 五 年 法 律 第 百 号 ） 、 政 治 資 金 規 正 法 （ 昭 和 【
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資料１ 



 
 

二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 四 号 ） 等 の 諸 規 定 と

と も に 、 次 に 掲 げ る 政 治 倫 理 規 準 を 遵 守 し

て 行 動 し な け れ ば な ら な い 。  

一  議 員 の 品 位 と 名 誉 を 損 な う 行 為 に よ

り 、 県 民 の 議 会 に 対 す る 信 頼 を 損 ね て は

な ら な い こ と 。  

二  人 権 侵 害 行 為 （ 差 別 を 解 消 し 、 人 権 が

尊 重 さ れ る 三 重 を つ く る 条 例 （ 令 和 四 年

三 重 県 条 例 第 二 十 五 号 ） 第 二 条 第 三 号 の

人 権 侵 害 行 為 を い う 。 以 下 こ の 号 に お い

て 同 じ 。 ） 又 は 人 権 侵 害 行 為 を 行 う こ と

の 煽
せ ん

動 、 第 三 者 の 行 っ た 人 権 侵 害 行 為 に

対 す る 賛 成 の 意 見 の 表 明 そ の 他 の 人 権

侵 害 行 為 を 助 長 す る 行 為 を し て は な ら

な い こ と 。  

三  そ の 権 限 を 濫 用 し 又 は そ の 地 位 を 不

当 に 利 用 し て 、 自 己 又 は 特 定 の 者 の 利 益

を 図 っ て は な ら な い こ と 。  

四  自 己 又 は 特 定 の 者 の 利 益 を 目 的 と し

て 、 国 若 し く は 地 方 公 共 団 体 が 締 結 す る

売 買 、 貸 借 、 請 負 そ の 他 の 契 約 又 は 特 定

の 者 に 対 す る 行 政 庁 の 処 分 に 関 し 、 特 定

の 者 に 有 利 に な る よ う な 働 き か け を し

て は な ら な い こ と 。  

五  公 正 を 疑 わ れ る よ う な 金 品 の 授 受 を

行 っ て は な ら な い こ と 。  

六  道 義 的 な 批 判 を 受 け る よ う な 政 治 活

動 に 関 す る 寄 附 を 受 け な い こ と 。 ま た 、

そ の 資 金 管 理 団 体 に 、 同 様 の 寄 附 を 受 け

さ せ な い こ と 。  

七  国 若 し く は 地 方 公 共 団 体 の 公 務 員 又

は 関 係 団 体 （ 指 定 管 理 者 を 含 む 。 ） の 役

員 若 し く は 職 員 に 対 し 、 そ の 権 限 又 は そ

の 地 位 に よ る 影 響 力 を 利 用 し て 、 公 正 な

職 務 の 執 行 を 妨 げ る 等 不 当 な 行 為 を し

て は な ら な い こ と 。  

（ 審 査 の 請 求 ）  

第 四 条  議 員 は 、 前 条 各 号 に 掲 げ る 政 治 倫 理  

二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 四 号 ） 等 の 諸 規 定 と

と も に 、 次 に 掲 げ る 政 治 倫 理 規 準 を 遵 守 し

て 行 動 し な け れ ば な ら な い 。  

一  議 員 は 、 議 員 の 品 位 と 名 誉 を 損 な う 行

為 に よ り 、 県 民 の 議 会 に 対 す る 信 頼 を 損

ね て は な ら な い こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二  議 員 は 、 そ の 権 限 や 地 位 を 利 用 し て 、

自 己 や 特 定 の 者 の 利 益 を 図 っ て は な ら

な い こ と 。  

三  議 員 は 、 利 益 を 得 る こ と を 目 的 と し

て 、 国 若 し く は 地 方 公 共 団 体 が 締 結 す る

売 買 、 貸 借 、 請 負 そ の 他 の 契 約 又 は 特 定

の 者 に 対 す る 行 政 庁 の 処 分 に 関 し 、 特 定

の 者 に 有 利 に な る よ う な 働 き か け を し

て は な ら な い こ と 。  

四  議 員 は 、 公 正 を 疑 わ れ る よ う な 金 品 の

授 受 を 行 っ て は な ら な い こ と 。  

五   議 員 は 、 道 義 的 な 批 判 を 受 け る よ う な

政 治 活 動 に 関 す る 寄 附 を 受 け な い こ と 。

ま た 、 そ の 資 金 管 理 団 体 に 、 同 様 の 寄 附

を 受 け さ せ な い こ と 。  

六   議 員 は 、 国 若 し く は 地 方 公 共 団 体 の 公

務 員 又 は 関 係 団 体 （ 指 定 管 理 者 を 含 む 。 ）

の 役 員 若 し く は 職 員 に 対 し 、 そ の 権 限 又

は そ の 地 位 に よ る 影 響 力 を 及 ぼ す こ と

に よ り 公 正 な 職 務 の 執 行 を 妨 げ る 等 不

当 な 行 為 を し て は な ら な い こ と 。  

（ 審 査 の 請 求 ）  

第 四 条  議 員 は 、 前 条 各 号 に 掲 げ る 政 治 倫 理  

規 準 （ 以 下 こ の 条 及 び 第 六 条 に お い て 「 政 規 準 に 反 す る 疑 い が あ る と 認 め る と き は 、【
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治 倫 理 規 準 」 と い う 。 ） の い ず れ か に 反 す

る 疑 い が あ る と 認 め る と き は 、 議 員 の 定 数

の 十 二 分 の 一 以 上 の 議 員 の 連 署 に よ り 議

長 に 審 査 を 請 求 す る こ と が で き る 。 こ の 場

合 に お い て 、 審 査 の 請 求 は 、 理 由 を 明 ら か

に し た 文 書 を も っ て 行 う も の と す る 。  

（ 審 査 会 の 設 置 ）  

第 五 条  議 長 は 、 前 条 に 規 定 す る 審 査 の 請 求

が あ っ た と き は 、 こ れ を 審 査 す る た め 、 議

会 運 営 委 員 会 の 議 決 に よ り 、 議 会 に 三 重 県

議 会 議 員 政 治 倫 理 審 査 会 （ 以 下 「 審 査 会 」

と い う 。 ） を 速 や か に 設 置 す る 。  

２ ～ ５  （ 略 ）  

６  委 員 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 審 査 会 を 代 表

す る 。  

７  委 員 長 に 事 故 が あ る と き 又 は 委 員 長 が

欠 け た と き は 、 副 委 員 長 が そ の 職 務 を 行

う 。  

（ 審 査 会 の 運 営 ）  

第 六 条  審 査 会 の 運 営 は 、 次 に 定 め る と こ ろ

に よ る も の と す る 。  

 一  審 査 会 は 、 委 員 長 が 招 集 し 、 会 議 を 主

宰 す る 。 た だ し 、 設 置 後 最 初 に 開 か れ る

審 査 会 は 議 長 が 招 集 す る 。  

二 ・ 三  （ 略 ）  

四  審 査 会 は 、 審 査 の 請 求 を さ れ た 議 員 に

つ き 、 政 治 倫 理 規 準 の い ず れ か に 反 し 、

政 治 的 又 は 道 義 的 に 責 任 が あ る と 認 め

た 場 合 は 、 議 長 に 対 し 全 員 協 議 会 に お け

る 陳 謝 の 勧 告 を 求 め る 審 査 の 結 果 を 答

申 す る も の と す る 。  

 

 

五  前 二 号 の 定 め に か か わ ら ず 、 審 査 会 は

出 席 委 員 の 三 分 の 二 以 上 の 多 数 に よ る

賛 成 が あ る 場 合 は 、 前 号 の 審 査 の 結 果 に

代 え て 全 員 協 議 会 に お け る 陳 謝 の 勧 告 、

出 席 若 し く は 参 加 の 自 粛 の 勧 告 、 役 職 辞  

議 員 の 定 数 の 十 二 分 の 一 以 上 の 議 員 の 連

署 に よ り 議 長 に 審 査 を 請 求 す る こ と が で

き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 審 査 の 請 求 は 、

理 由 を 明 ら か に し た 文 書 を も っ て 行 う も

の と す る 。  

 

（ 審 査 会 の 設 置 ）  

第 五 条  議 長 は 、 前 条 に 規 定 す る 審 査 の 請 求

が あ っ た と き は 、 こ れ を 審 査 す る た め 、 議

会 運 営 委 員 会 に 諮 り 、 議 会 に 三 重 県 議 会 議

員 政 治 倫 理 審 査 会 （ 以 下 「 審 査 会 」 と い う 。 ）

を 速 や か に 設 置 す る 。  

２ ～ ５  （ 略 ）  

 

 

 

 

 

（ 審 査 会 の 運 営 ）  

第 六 条  審 査 会 の 運 営 は 、 次 に 定 め る と こ ろ

に よ る も の と す る 。  

 

 

 

一 ・ 二  （ 略 ）  

三  審 査 会 は 、 審 査 の 請 求 を さ れ た 議 員 に

つ き 、 第 三 条 各 号 に 掲 げ る 政 治 倫 理 規 準

に 反 し 、 政 治 的 又 は 道 義 的 に 責 任 が あ る

と 認 め た 場 合 で 、 議 員 辞 職 の 勧 告 、 役 職

辞 任 の 勧 告 等 重 要 な 勧 告 を 内 容 と す る

審 査 結 果 を 答 申 し よ う と す る と き は 、 出

席 委 員 の 三 分 の 二 以 上 の 多 数 に よ る 賛

成 を 要 す る も の と す る 。  

 

任 の 勧 告 又 は 議 員 辞 職 の 勧 告 の 一 又 は  【
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二 以 上 の 勧 告 を 求 め る 審 査 の 結 果 を 答

申 す る こ と が で き る 。  

六  審 査 会 は 、 第 四 号 に 定 め る 審 査 の 結 果

を 答 申 し な い 場 合 で 、 審 査 の 請 求 を さ れ

た 議 員 の 名 誉 を 回 復 す る 必 要 が あ る と

認 め る と き は 、 議 長 に 対 し 当 該 議 員 の 名

誉 を 回 復 す る た め に 必 要 と 認 め る 措 置

を 講 ず る よ う 求 め る も の と す る 。  

七 ～ 十  （ 略 ）  

十 一  審 査 会 の 会 議 は 、 こ れ を 公 開 す る 。

た だ し 、 審 査 会 が 必 要 と 認 め る と き は 、

こ れ を 公 開 し な い こ と が で き る 。  

十 二  （ 略 ）  

十 三  審 査 会 の 会 議 の 傍 聴 に つ い て は 、 三

重 県 議 会 委 員 会 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 三 重

県 条 例 第 六 十 五 号 ） 第 十 九 条 の 規 定 の 例

に よ る 。  

十 四  委 員 長 は 、 職 員 を し て 、 会 議 の 概 要

等 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 記 録 を 作 成 さ

せ な け れ ば な ら な い 。  

 

 

 

 

 

 

２  前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 審 査 会 の 運 営

に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 そ の 都 度 、 委 員 長 が

審 査 会 に 諮 っ て 定 め る 。  

（ 議 長 へ の 報 告 ）  

第 七 条  委 員 長 は 、 審 査 の 結 果 に つ い て 議 長

に 報 告 す る も の と す る 。  

（ 審 査 の 結 果 の 通 知 及 び 公 表 ）  

第 八 条  議 長 は 、 前 条 の 審 査 の 結 果 （ 以 下 「 審

査 結 果 」 と い う 。 ） の 報 告 を 受 け た と き は 、

審 査 の 請 求 を し た 議 員 及 び 審 査 の 請 求 を

さ れ た 議 員 に 対 し て 審 査 結 果 を 通 知 し 、 次

条 第 一 項 の 規 定 に よ る 意 見 書 の 提 出 の 有  

 

 

 

 

 

 

 

 

四 ～ 七  （ 略 ）  

八  審 査 会 の 会 議 は 、 原 則 と し て 非 公 開 と

す る 。  

 

九  （ 略 ）  

 

 

 

 

 

 

 

２  審 査 会 は 、 前 項 第 三 号 に 定 め る 措 置 に 至

ら な か っ た 場 合 で 、 審 査 の 請 求 を さ れ た 議

員 の 名 誉 を 回 復 す る こ と が 必 要 で あ る と

認 め る と き は 、 政 治 倫 理 規 準 に 反 す る 事 実

が 存 在 し な い 旨 を 議 長 に 報 告 す る 等 所 要

の 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

３  審 査 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 そ の

都 度 、 委 員 長 が 審 査 会 に 諮 っ て 定 め る 。  

 

（ 議 長 へ の 報 告 ）  

第 七 条  審 査 会 の 委 員 長 は 、 審 査 の 結 果 に つ

い て 議 長 に 報 告 す る も の と す る 。  

（ 審 査 の 結 果 の 通 知 及 び 公 表 ）  

第 八 条  議 長 は 、 審 査 会 か ら 審 査 結 果 の 報 告

を 受 け た と き は 、 審 査 の 請 求 を し た 議 員 及

び 審 査 の 請 求 を さ れ た 議 員 に 対 し て 審 査

の 結 果 を 通 知 し 、 次 条 第 一 項 に 規 定 す る 意

見 書 の 提 出 の 有 無 を 確 認 の 上 、 審 査 の 結 果  

無 を 確 認 の 上 、 審 査 結 果 を 公 表 し な け れ ば を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  【
三
重
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
】
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な ら な い 。  
（ 意 見 書 の 提 出 及 び 公 表 ）  

第 九 条  審 査 の 請 求 を さ れ た 議 員 は 、 前 条 の

規 定 に よ る 通 知 を 受 け た と き は 、 審 査 結 果

に つ い て 、 議 長 に 対 し 意 見 書 を 提 出 す る こ

と が で き る 。  

２  議 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 意 見 書 の 提 出

が あ っ た と き は 、 審 査 結 果 の 公 表 に 当 た

り 、 意 見 書 の 全 部 又 は 概 要 を 併 せ て 公 表 す

る も の と す る 。  

（ 措 置 ）  

第 十 条  議 長 は 、 審 査 結 果 の 報 告 を 受 け た と

き は 、 勧 告 そ の 他 の 審 査 会 が 必 要 と 認 め る

措 置 を 講 じ る こ と が で き る 。  

２  （ 略 ）  

（ 意 見 書 の 提 出 及 び 公 表 ）  

第 九 条  審 査 の 請 求 を さ れ た 議 員 は 、 前 条 の

規 定 に よ る 通 知 を 受 け た と き は 、 審 査 の 結

果 に つ い て 、 議 長 に 対 し 意 見 書 を 提 出 す る

こ と が で き る 。  

２  議 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 意 見 書 が 提 出

さ れ た と き は 、 審 査 の 結 果 の 公 表 に 当 た

り 、 意 見 書 の 全 部 又 は 概 要 を 併 せ て 公 表 す

る も の と す る 。  

（ 措 置 ）  

第 十 条  議 長 は 、 審 査 会 か ら 審 査 結 果 の 報 告

を 受 け た と き は 、 審 査 会 が 必 要 と 認 め る 措

置 を 講 じ る こ と が で き る 。  
２  （ 略 ）  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

提 案 理 由  

 三 重 県 議 会 議 員 の 政 治 倫 理 に 関 す る 検 討 の 結 果 に 鑑 み 、 規 定 の 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。

こ れ が 、 こ の 議 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。  

【
三
重
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
】
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